
土器内部の炭素を用いたAMS14C年代測定

三原正三 1),小川英文 2),黒坂禎二3),中村俊夫 4),小池裕子 1)

1)九州大学大学院比較社会文化学府 〒810-8560福岡市中央区六本松4-2-1

TEL:092-726-4769,E-mail:cs200027@scs.kyush川.aC.jp

2)東京外国語大学外国語学部 〒183-8534東京都府中市朝 日町3-1ト1

3)埼玉県埋蔵文化財調査事業団 〒369-0108埼玉県大里郡大里村船木台4-4-1

4)名古屋大学年代測定総合研究センター 〒464-8602名古屋市千種区不老町

1.はじめに

土器の 14C年代測定の多くは､付着炭化物の"すす"や"おこげ"などが使用されてきた (Kolic,1995,

Nakamuraeta1.,2001,小田 ･山本,2001,今村 ら,2004)｡このような土器の外表面の付着炭化物を用

いた場合には､燃料に用いられた樹木の樹齢による､いわゆる"oldwoode胎 cf'が懸念される.また､

土器内面の付着炭化物を用いる場合は､海産資源由来の食物残液による海洋リザーバー効果の影響など

を考慮する必要がある｡これに対し､吉田ら(Yoshidaetal,2002)は､繊維土器など土器製作時に封入され

た炭化物を試料に用い､直接土器作成年代が得られることを示した｡

著者らは､昨年度の報告書 (三原ら,2003a)において､土器内部に土器製作時の炭素を含有するフィ

リピンの男色土器および繊維土器を研究対象とし､その前処理法を検討し､それらの炭素含有量の測定

をおこなった.その結果､炭素含有率の高い試料に関しては､年代測定試料として用いることができる

ことを示した｡

2.土器試料の前処理と年代測定

14C年代測定をおこなった試料は､昨年の報告書で使用した試料 (三原ら,2003a)のうち､炭素含有率の

高かったフィリピン､カガヤン州のラロ貝塚群のBangagI貝塚で採取した黒色土器片2点､埼玉県妙音寺洞穴

遺跡出土の繊維土器片5点である(表 1)0

試料は0.1NのHCl水溶接およびNaOH水溶液を用いて酸-アルカリー酸(AAA)処理をおこなったのち､乾燥

させ､酸化銅､銀線とともに真空ラインを用いてバイコール管に封入した｡これを電気炉を用いて 850oC

で4時間加熱した後､生じた気体を､真空ラインを用いて液体窒素､液体窒素-エタノールおよびペンタ

ンを冷媒として精製をおこなった.得られたco2試料を､水素還元法 (Kitagawaeta1.,1993)によりグラ

ファイト化をおこない､プレス機を用いてグラファイトターゲットを作成した.このグラファイトターゲ

ット試料は､名古屋大学年代測定総合研究センターにおいてタンデ トロン加速器質量分析計 (Model-4130

AMS,HVEE)を用いて 14C年代測定がおこなわれた (Nakamuraeta1.,2000)0 14C濃度の標準試料として

NBSシュウ酸 (HOEII)を用いた｡14C年代は､Libbyの半減期 5568年を用いて算出され､測定誤差は

14Cの総計数に基づく統計誤差であり､±1cTで示されている｡得られた14C年代を､コンピュータ･プロ

グラムCALIB4.3(Stuivereta1.,1998)を用い､磨年代 (±2g)に較正した｡
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3.土器試料の14C年代

測定した土器片試料の炭素含有率および 14C年代を表 1に示す｡

Ⅰフィリピンの黒色土器

14C年代測定試料は､フィリピン､ルソン島の北東部を南北に流れる Cagayan河下流域に広がる

La1-10貝塚群 (小川 2000,2002)のうち､河岸段丘上に位置するBangagI貝塚 (Tanaka,1999)から出土

した有文黒色土器(theBlackPotteryI)に分類される土器片である｡これまでの研究において､ラロ貝塚群で

は､無文男色土器期の年代が 1800-1000calBP､赤色土器期の年代が3000calBP以前という年代値が

得られている (三原ら,2002)｡

14C年代測定された2つの土器片の炭素含有率は 0.23%および 0.31%であり､年代値は 2170±30BP

(2310-2095calBP)および2290±30BP(2350-2180calBP)であった (図 1)｡今回測定をおこなっ

た 2試料は､赤色土器期と無文男色土器期の中間に位置する有文黒色土器期に属する土器片であり､

年代的にも矛盾のない値であった｡

ⅠⅠ埼玉県妙音寺洞穴遺跡の繊維土器

14C年代測定された試料は､妙音寺洞穴遺跡から出土した縄文早期～前期に属する5点の繊維土器である｡

妙音寺洞穴遺跡は､埼玉県秩父郡の内陸部にある縄文時代の包含層を含む遺跡であり､縄文早期に属す

る人骨が良好な保存状態で出土した (埼玉県埋蔵文化財調査事業団,1999)｡今回測定 した土器試料は人

骨の下層から出土した田戸下層式土器片 1点､上層から出土した形式不明の条痕文系土器片 1点､開山

式土器片 1点､票浜期土器片2点である｡また土器試料と同時に人骨の測定もすでにおこなわれており､

8800BP (10050-9600calBP)という年代が得られている (三原ら,2003b)｡

土器試料の炭素含有率は0.21%～0.77%の範囲を示し､年代は､田戸下層式土器片は8660±45BP(9770

-9535GalBP)､形式不明の条痕文系土器片は7855±45BP(8780-8540catBP)､開山式土器片は7220

±40BP(8110-7940GalBP)､黒浜式土器片は7540±45BP(8405-8205GalBP)および 6540±45BP(7560

-7330calBP)であった (図2)｡得られた年代値はは土器編年と一致した値を示した｡またこれらの土

器年代と比較すると､人骨の年代は田戸下層式と同時期かやや新しい時期に位置すると考えられる｡

4. 考察

今回測定した2点のフィリピン､ラロ貝塚出土土器は無文黒色土器期に属しているが､この時期の年代値はま

だ得られておらず､この 2点の年代が最初の測定例となる｡ 今後黒色土器を試料とした直接の年代測定による

作成年代の決定はより詳細な編年の設定に役立っと考えられる｡

繊維土器の年代測定に関しては､縄文早期の年代が､出土遺物や年代測定の例が少ないため､本研究で

用いた試料などを用いて土器作成時の年代を得ることは重要であると期待されるO

また前処理法については､現在 AAA処理に用いるNaOH溶液の濃度を0.1Nに設定しているが､この濃度

でも脆くなっている試料には強すぎる危険性がある｡ 今後､脆い試料からも十分量の炭素を回収するため､

NaOH溶液の濃度をできるだけ0.1N以下に下げて処理をおこなうことも改善策として考えられる｡
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表1 土器試料の炭素含有率と14C年代値

Tablel･Carboncontentsand14c agesforpotterysamples

･aboNo･ 試料 遺跡 形式 硬さ 炭素含有率 (%,1篭 (EB岩代 苧(far,Ii,LG (%増 悪T]憲 tt

01PO13 黒色土器 BangagI貝塚 有文黒色土器 硬い 0.31 2170±30 2310･2220 45 5367
2185-2095 46

01PO14 黒色土器 BangagI貝塚 有文黒色土器 硬い 0.23 2290±30 2350-2300 60 5368
2245-2180 37

01PO21 繊維土器 妙音寺洞穴遺跡 田戸下層式 脆い 0.39 8660±45 9770-9535 100 5983

01PO25 繊維土器 妙音寺洞穴遺跡 条痕文系 硬い 0.33 7855±45 8900-8830 6 5991

8780-8540 89

01PO27 繊維土器 妙音寺洞穴遺跡 開山式 硬い 0.36 7220±40 8110-8075 19 5992

8065･7940 76

olPO28 繊維土器 妙音寺洞穴遺跡 黒浜式 脆い 0.21 7540±40 8405-8290 81 5984

8260-8205 19

01PO29 繊維土器 妙音寺洞穴遺跡 黒浜式 硬い 0.77 6540±40 7560-7535 11 5985
7510･7415
7395-7370
7350-7330

77
7
5
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図2 埼玉県妙音寺洞穴遺跡の繊維土器の14C年代
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AMS CdatinguslngOrganiccarboninpottery
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AboutAMSdatingforpotterysamples,Wereportedthathardsamplesprovidedenoughcarbonfordating

onlastannualreport･Thisstudyweanalyzed14cagesforthosehardsamples･

OrganicmaterialssealedinthepotterywhenthepotterywasformedwillglVetheagewhenthepottery

wasmanufactured.PotterysamplesweregroundandtreatedwithAAA(acidlllkali→lCid)toremovehumic

andfluvicsoilacids.

14Cagesfortheblackpottery fromthePhilippinesand fiberpottery fromJapan;bothcontainorganic

carbonfromgrassinside.Carboncontentsdependonpreservationconditionofthepotterysamples,andwe

succeededinobtainingreasonable14cagesuslngWellireSerVedsamples･Theagesoftwopotterysamples

werefrom2350calBPto2095catBP,whichshowedthattheyarebelongingtOtheBlackPotteryIphase.

TheagesoffivefiberpotterysamplesshowedseriallymatchedwitharchaeologlCalchronology.
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